
 

 

 

制定 平成２５年１１月２７日 原管廃発第 1311279号 原子力規制委員会決定 

 

 

第二種廃棄物埋設施設の定期的な評価等に関する運用ガイドについて次のよ

うに定める。 

 

平成２５年１１月２７日 

 

 

原子力規制委員会 

  

 

第二種廃棄物埋設施設の定期的な評価等に関する運用ガイドの制

定について 

 

 

 原子力規制委員会は、第二種廃棄物埋設施設の定期的な評価等に関する運用

ガイドを別添のとおり定める。 

 

附 則 

この規程は、平成２５年１２月１８日より施行する。 
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別添 

 

第二種廃棄物埋設施設の定期的な評価等に関する運用ガイド 

 

 

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（昭和３２年法律第

１６６号）第５１条の１６第２項及び核燃料物質又は核燃料物質によつて汚染

された物の第二種廃棄物埋設の事業に関する規則（昭和６３年総理府令第１号。

以下「第二種埋設規則」という。）第１９条の２の規定に基づく定期的な評価等

の実施に関する考え方について、下記のとおり示す。 

なお、本規程で示す内容は、それに限定されるものではなく、第二種埋設規

則に照らして適切なものであれば、第二種埋設規則に適合するものと判断する

ものである。 

 

 

記 

 

 

１．実施時期 

 

（１）第二種廃棄物埋設事業者は、初回の第二種埋設規則第１９条の２第１項

各号に掲げる措置について、事業を開始した日以降１０年を経過する日まで

に講じること。なお、原子力規制委員会設置法の一部の施行に伴う関係規則

の整備等に関する規則（平成２５年原子力規制委員会規則第１６号）の施行

の際現に廃棄事業者である者については、当該規則の施行の日から起算して

３年を経過する日までに当該措置を講じること。 

 

（２）第二種廃棄物埋設事業者は、第二種埋設規則第１９条の２第２項の評価

について、同規則第２０条第１項第７号に定める「放射能の減衰に応じた第

二種廃棄物埋設についての保安のために講ずべき措置」を変更しようとする

ときに実施すること。 

    

（３）第二種廃棄物埋設事業者は、第二種埋設規則第１９条の２第１項又は第

２項の措置を講じた日以降１０年を経過する日までに、次回の同条第１項

の措置を講じること。 

 

http://www.nsr.go.jp/public_comment/bosyu130410_03.html
http://www.nsr.go.jp/public_comment/bosyu130410_03.html
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２．評価項目等 

 

（１）第二種埋設規則第１９条の２第１項第１号に規定する「最新の技術的知

見」とは、評価の実施までに第二種廃棄物埋設施設に係る監視及び測定の

結果、国内外の研究開発・技術開発成果等により得られた最新の知見であ

って、同規則第２条第２項第３号から第７号までに掲げる書類（以下単に

「書類」という。）の記載事項を更新するために必要なものをいう。 

 

（２）第二種埋設規則第１９条の２第１項第１号に規定する「核燃料物質等に

よる放射線の被ばく管理に関する評価を行うこと」とは、書類の記載事項

に最新の技術的知見を反映し、第二種廃棄物埋設施設の位置、構造及び設

備の基準に関する規則（平成２５年原子力規制委員会規則第３０号）に基

づき評価し、その内容の同規則への適合性を確認することをいう。 

  

（３）第二種埋設規則第１９条の２第２項に規定する変更は、同項の規定に基

づき行う同条第１項の評価の結果に照らして、当該変更の妥当性が認めら

れる十分な根拠があること。 

 


